（様式４）
■緊急時の避難誘導
避難誘導については、下記のとおり行う。

（1） 避難場所
　　　・避難場所の名称を下表に整理するとともに、
　　　　　様式4-2 で図示する。

（2） 避難経路
　　　・避難経路について 様式4-2 で図示する。

（3） 避難誘導
　　　・避難場所までの移動距離及び移動手段を下表に整理する。
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※ 施設内待避が可能な場合においても、
　  今後の状況悪化に不安がある場合などにおいては、
　  避難時間に余裕がある場合のみ施設外避難を行う。
（候補 ： ●●小学校　）

